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船橋市教育委員会会議２月定例会会議録 
 
１．日  時  平成１８年２月１６日（木） 

開 会  午後２時 
閉 会  午後３時１５分 

 
２．場  所  教育委員室 
３．出席委員 

委  員  長      髙 木  恒 雄 
委員長職務代理者     村 瀬  光 一  

 委     員      數 野  美つ子 
委     員      中 原  美 惠 

 教  育  長      石 毛  成 昌 
 

４．出席職員 
教育次長         髙 崎  哲 郎 
学校教育部長       松 本  文 化 
生涯学習部長       安 達  美代子 
管理部参事兼総務課長   渡 部  安 夫 
管理部参事兼財務課長   近 藤   恒 
生涯学習部参事兼文化課長 市 原   悟  
生涯学習部参事兼生涯スポーツ課長 

野 内   修 
学務課長         小 湊  裕 一 
指導課長         石 井  和 明 
保健体育課長       中 村  新 吉 
社会教育課長       須 藤  元 夫 
青少年課長        大 野  栄 一 
総合教育センター所長   松 本  哲 也 
施設課長補佐       中 村  義 雄 

 
 
５．議  題 議事日程のとおり 
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船橋市教育委員会会議２月定例会議事日程 
 
日   時   平成１８年２月１６日（木） 午後２時 
場   所   教育委員室 
 

委員長開会宣告 
 
第１ 前回会議録の承認 
 
第２ 議決事項 

請願第１号  教科書並びに教育現場での厳正な宗教的中立 
性の遵守を要望する請願について 

議案第１号  船橋市立高等学校管理規則の一部を改正する 

規則について 

議案第２号  平成１８年度船橋市一般会計予算（歳入歳出 
予算のうち教育に関する事務に係る部分）に 
ついて 

議案第３号  一般職の職員の給与に関する条例等の一部を

改正する条例 （船橋市教育委員会教育長の給

与等に関する条例の一部改正に係る部分）につ

いて 

議案第４号  船橋市公民館条例の一部を改正する条例につ 
いて 

 

第３ 報告事項 
（１）「千人の音楽祭」の実施報告について  

   （２）「第１８回船橋市文学賞」の受賞者決定について 
（３）「第２４回船橋市小学生・女子駅伝競走大会」の実施報告に 

ついて 
        

委員長閉会宣告   
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６．議事の内容 

委  員  長             
 ただいまから教育委員会会議２月定例会を開会いたします。 
 それでは、会議録の承認についてお諮りいたします。 
 １月１９日に開催しました教育委員会会議１月定例会の会議録をコピ

ーしてお手元にお配りしてございますが、よろしければ承認したいと思い

ます。ご異議ございませんか。 
 
全  委  員 
 異議なし。 
 
委  員  長 
 異議なしと認めますので、当該会議録について承認いたします。 
 それでは議事に入りますが、議案第２号、議案第３号及び議案第４号に

ついては、船橋市教育委員会会議規則第１４条第１項第４号の「市長又は

議会に対する意見の申出及び市長その他の関係機関との協議等を必要と

する事項」に該当しますので、非公開としたいと思います。ご異議ござい

ませんか。 
 
全  委  員 
 異議なし。 
 
委  員  長 
 異議なしと認めます。当該議案は非公開といたします。 
 それでは、議事に入ります。 
 初めに、請願第１号について審議いたします。この件につきまして、審

議参考のため、指導課、説明願います。 
 
指 導 課 長 
 請願第１号「教科書並びに教育現場での厳正な宗教的中立性の遵守を要

望する請願について」ご説明いたします。 
 請願者の願意は、資料の４ページに、「取るべき措置の内容」として、

３点示されております。１点ずつご説明いたします。 
 １点目の、宗教色が濃いと判断される教科書及び教材を使用しての授業

を中止すること及び宗教色が濃いと判断される教科書が使用されないよ
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うにすることにつきまして、説明いたします。 
 教科書は、文部科学省の教科書検定に合格したものであり、その中から

採択をしております。この教科書検定は、教育基本法に定める教育の目的、

方法並びに学校教育法に定める学校の目的及び教育の目標に基づいてい

るかどうかを審査するものです。また、教材につきましては、学校教育法、

学習指導要領等に基づき、各学校で選定を行うことになっております。 
 次に、２点目の、憲法第２０条に違反している疑いのある宗教的色彩の

濃い記述については、教科書として採択しないための基準をつくるなど、

宗教的中立性について厳正な解釈を採用することという願意についてで

すが、文部科学省の教科書検定に合格した教科書について、本市を含む葛

南東部採択地区協議会において、内容、組織配列、表現のそれぞれの観点

に基づき、偏りのないよう比較・研究し、その特徴等について簡潔に記述

した研究調査報告書を作成し、厳正な採択を行っております。 
 最後に、３点目の、宗教的色彩の濃い行事祭礼を授業等に取り入れない

ように、公立の教育現場への指導教養を徹底することという願意について

説明いたします。別紙資料１をご覧いただきたいと思いますが、昭和２４

年１０月２５日付の文部事務次官通達、「社会科その他、初等および中等

教育における宗教の取扱いについて」をご覧ください。その中の「一」の、

「国立または公立の学校が主催して、神社、寺院、教会その他の宗教的施

設を訪問することについて」の記述の中で、礼拝や宗教的な儀式、祭典に

参加する目的をもって訪問してはならないと規定しております。各学校に

おいてはこれに従い、修学旅行等でこれらの施設を訪問する際には、学校

が主催して、礼拝や祭典等に参加することは行っておりません。 
 以上で説明を終わりにさせていただきます。 
 
委  員  長 
 ただ今の説明について、何かご質問ございますでしょうか。 
 
各  委  員 
 なし。 
 
委  員  長 
 それでは、各委員からご意見をお伺いしたいと思います。 
 
委 員 
 先月の教育委員会会議の後に船橋市の教科書の現状について、教科書の
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宗教性を感じる部分の写しを見せていただきました。いずれを見ても、教

育基本法に則った教科書であろうかと思いますし、基本的には、これは国

が教科書検定をして合格したもののうち、私ども３市で教科書選択してい

るわけでございます。今回、この請願をいただきましたけれども、私とし

ましては不採択というふうに考えております。 
 
教  育  長 
 私も今の意見と結論は同じですけれども、請願の（１）、（２）について、

いわゆる宗教的な色彩が濃い記述というと、それぞれの個々の見方が相当

出てくると思うのですが、指導課長から説明がありましたように、教育基

本法ですとか、学校教育法あるいは学習指導要領に準拠して、教科書はも

ちろん選定されていますし、教材もそのような形で選定しているわけで、

こういったことに抵触する部分はまずないと判断するわけです。 
 それから、その採択に関しましても、そういう基本的なものを踏まえな

がら、各市教育委員会で協議会をつくって、厳正に協議して採択に当たっ

ているということですので、（１）、（２）については、この請願を採択す

るとか、採択しないとかという問題ではないという感じがいたします。 
 それから、（３）についての件でございますけれども、これも文部事務

次官通達にありましたように、拝礼を目的としたりとか、あるいは布教を

目的としたりして、子供たちを行事に参加させることは学校現場では行っ

てないということですので、採択か不採択かというと、不採択の立場とし

たいと思います。 
 以上です。 
  
委 員 
 私も皆さんのご意見と同じように、これを別に採択する必要はないと思

っています。 
 一般的に考えて、もっと国際的な理解を深めて交流をしようというとき

に、あの国のあるものは学んではいけないというような態度をとるという

ようなことは適切でないと思うのです。どういうことをやっているか見さ

せて、それで比較するという方向でいったらいいのではないかと思うので

す。 
 以上です。 
 
委 員 
 私も今回の請願に関しては、もう採択の必要がないと考えております。 
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 この請願にございます基本的人権である宗教の自由が侵されてはなら

ないという点は、非常に重要な視点だと思いますけれども、今回出されて

いる請願においては、この点に抵触するということは見出されませんでし

たので、そのように考えております。 
 
委  員  長 
 各委員のご意見が出ました。それでは本請願を採決いたします。 
 挙手により採決したいと思います。なお、挙手しない方は不採択とみな

しますのでご了承願います。 
 請願第１号「教科書並びに教育現場での厳正な宗教的中立性の遵守を要

望する請願について」を採択することに賛成の方、挙手を願います。 
 
各  委  員 
 （挙手なし） 
 
委  員  長 
 挙手なし。よって、請願第１号の請願については不採択とすることに決

しました。 
 続きまして、議案第１号について、学務課、説明願います。 
 
学 務 課 長 
 それでは、議案第１号「船橋市立高等学校管理規則の一部を改正する規

則について」ご説明いたします。資料は１５ページから１７ページとなっ

ています。現在、船橋市立高等学校管理規則第４６条で定めております非

常勤講師の職務内容にいろいろと課題が出てきておりまして、それを今

回、非常勤講師の他に新たに特別非常勤講師を設置することとしておりま

す。 
 資料の１７ページをご覧ください。そこに新旧対照表がございます。右

側の「旧」のところに、「（非常勤講師）第４６条」、そこの２行目にござ

いますが、「教諭又は助教諭に準ずる職務」ということで、これは、非常

勤講師は常勤職に準ずるという処遇の内容でございます。それから、その

下に、「専門技能講師」とございまして、「学校の管理下において行われる

部活動の指導」と書いてございまして、非常勤講師と専門技能講師とに区

別されております。 
 左側の「新」をご覧ください。「非常勤講師」と「専門技能講師」の他

に「特別非常勤講師」を設置するのが本案でございます。 
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 これまでは、第４６条に基づき、非常勤講師を教諭または助教諭に準ず

るものと規定しておりますが、幅広い意味あいのため現実的な運用におき

まして、この規則の下に要綱を定めておりました。その規定によりますと、

非常勤講師は主に授業等を担当するのですが、実際には校長が特に命じる

場合は、部活動や校内事務分掌に付随する公務も担当できる非常勤講師を

任用しております。 
 従いまして、現在、非常勤講師には、主に授業等の指導に従事する講師

と、授業の指導と部活動の指導を併任する二通りの講師が存在しておりま

す。これは、現行の管理規則が専門性重視の点から、授業は非常勤講師、

部活動は専門技能講師のみが担当することを前提に定められていますが、

実際、人材を確保する面において、専門性あふれる講師を多数確保するこ

とは大変困難であります。また、講師側も、一つの職場で専念して安定的

な基盤を持って種々の指導ができることは、講師にとっても効率的であ

り、合理的であると考えております。 
 しかも、本県や周辺の都道府県、それから本県の他市教育委員会におき

ましても、教諭に準ずる講師として臨時的任用講師といって、授業や部活

動、校内事務分掌等の担当をさせて、いわゆる常勤職と同等の待遇で優秀

な講師の確保を行っているところでございます。 
 本市におきましても、教諭・助教諭に準じて授業、部活動及び校内事務

分掌もできる講師となる特別非常勤講師を管理規則上で明確にして優秀

な人材を確保し、市立船橋高校の部活動並びに国際交流活動をはじめ、

種々の特色ある教育活動を推進したいと思っております。そして広く非常

勤職員を市立船橋高校の学校経営の中で効率的に活用できるように整備

する目的で、現在の非常勤講師の職を「非常勤講師」と「特別非常勤講師」

の職に分けて定めることとし、規定の整備を図ろうと思っております。ご

審議のほど、よろしくお願いいたします。 
 以上でございます。 
 
委  員  長 
 ただ今の説明について、何かご質問ございますか。 
 
委 員 
 「旧」の方の非常勤講師は、授業しか担当できないということで、専門

技能講師においては、部活動しか教えられないということですね。 
 
学 務 課 長 



 8 

 はい、そうです。 
 
委 員 
 改正後は、特別非常勤講師は、授業も部活動も教えられるということで

すか。 
 
学 務 課 長 
 非常勤講師は、授業専門でございます。そして特別非常勤講師の場合は、

授業、校内事務分掌、そして部活動ということで、常勤の職員に準ずるも

のでございます。 
 
委 員 
 専門技能講師というのは、今までどおり別にあるわけですね。 
 
学 務 課 長 
 はい。専門技能講師は、いわゆる部活動の指導に専念するということで

ございます。 
 
教 育 次 長 
 補足いたしますと、「旧」の方では「非常勤講師」と「専門技能講師」

と２つありますけれども、これは、非常勤講師は授業だけ、専門技能講師

は部活動だけと限定した職務となっていたわけです。ただ、現実的には授

業と部活動の両方を担当している非常勤講師も要綱上では発令できます

が、同じ非常勤講師でありながら一方では部活動指導や生徒引率での出張

ができるのに、一方ではできないといった点が出てきました。今、県では、

臨時的任用講師といって、授業を担当しながら部活動の指導ができる職が

ございます。それを今、本市にも同じように導入して、授業を担当しなが

ら部活動の顧問としても指導ができ、それに出張もできるようにすると。

また、生活的にも安定したなかで一つの職場でじっくりと教育活動を行う

ことができるといったようなことが、今回新しくこの特別非常勤講師を設

けた理由になります。 
 
教  育  長 
 「旧」における第４６条は、現実には二通りあったけれども、今まで明

文化されていないから、それを非常勤講師と特別非常勤講師とに、はっき

り分けたということですよね。 
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委 員 
 「新」の第４６条の最初のところに、「授業等の指導及びこれに付随す

る事務並びに校内事務分掌に付随する職務」とありますが、その「事務並

びに校内事務分掌」というのが非常にあいまいで、どこまでやればいいの

か、お聞きしたいのですけれども。 
  
学 務 課 長 
 基本的に校内事務分掌は、校長が命じます。例えば生徒指導部や教務部

といった教科外の事務を教職員が分担して行うものです。非常勤講師は、

各教科に関係する授業の準備や試験問題の作成・採点・評価に関する事務

が中心で、また初任者の指導も事務に入っております。そういったことを

総じて校内事務分掌ということでございます。 
 それから、特別非常勤講師の方は、各教科に関する授業、校内事務分掌

に部活動の指導が入ってまいります。 
 
委 員 
 ご説明の中で、現状としてはもうこの特別非常勤講師に当たる処遇の人

たちがいて、その方たちの処遇に対してきちんと管理規則で規定しようと

いうことで、そのこと自体は賛成です。 
 一点お聞きしたいのですが、「特別非常勤講師」という名称について、

何か「特別」とつきますと、かなり専門性の高い方を、通常の非常勤より

も特別な待遇でお迎えするというようなときに使うのかなと思ったので

すが、先ほど教育次長の方から、県ではすでにこのような規定ができてい

るというお話があったので、それで本市でもということになったという認

識でよろしいですか。 
 
教 育 次 長 
 県の非常勤講師の職務内容ですけれども、今、委員さんがおっしゃった

ように、授業を教えて部活動も教えるというものを取り入れています。本

市では、今、学務課長が説明したように、今までは授業だけ、または部活

動だけとやっておりましたが、不都合な点が出てきておりますので、授業

も部活動も教えられるような職をつくろうということで、ここで特別非常

勤講師を設けたということです。 
 
教  育  長 
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 市立船橋高校の特に部活動についてですけれども、相当レベルが高いと

ころまでいっているのですね。そうすると、通常の人事異動の中で、そう

いうレベルの高い子供たちの指導に対応できる教員が見当たらなかった

場合に、やはりその専門の中で一段レベルの高い教員を確保しなければな

らない。そのときに、特別非常勤講師を活用せざるを得なくなった。かつ

ても要綱によりそういうふうにやっていたのですが、それを今回、規則で

明文化していくということです。 
 
委  員  長 
 他にご質問等ございませんか。 
 
各  委  員 
 なし。 
 
委  員  長 
 それでは、議案第１号「船橋市立高等学校管理規則の一部を改正する規

則について」を採決したいと思います。ご異議ございませんか。 
 
全  委  員 
 異議なし。 
 
委  員  長 
 異議なしと認めます。議案第１号については、原案どおり可決いたしま

した。 
 続きまして、議案第２号について、財務課、説明願います。 
 
 
 

議案第２号、「平成１８年度船橋市一般会計予算（歳入歳出予算のうち

教育に関する事務に係る部分）について」は、財務課長から説明後審議に

入り、全員異議なく原案どおり可決された。 
 
 
 
委  員  長 
 続きまして、議案第３号について、総務課、説明願います。 
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議案第３号、「一般職の職員の給与に関する条例等の一部を改正する条

例 （船橋市教育委員会教育長の給与等に関する条例の一部改正に係る部

分）について」は、総務課長から説明後審議に入り、全員異議なく原案ど

おり可決された。 
 
 
 

委  員  長 
続きまして、議案第４号について、社会教育課、説明願います。 

 
 
 

議案第４号、「船橋市公民館条例の一部を改正する条例について」は、

社会教育課長から説明後審議に入り、全員異議なく原案どおり可決され

た。 
 
 
 
委  員  長 
 続きまして、報告事項に入ります。報告事項（１）及び（２）について、

文化課、続けて報告願います。 
 
文 化 課 長 
 お手元の資料の３５ページをご覧になっていただきたいと思います。

「千人の音楽祭２００６」実施報告書について説明いたします。 
 今回は、「シンクロナイズド・ミュージック２００６冬」と題しまして、

２月５日の日曜日、船橋アリーナで午後１時から３時３０分の２時間３０

分にわたり行われました。出演者については、資料のとおり小学校１８校、

中学校２２校、高等学校３校、一般団体８団体ということで、総出演者数

は２，０００名でございました。それから、残りの座席数３，０００席分

を観客用に開放したということでございます。 
 資料にも書いてございますけれども、昨年度から船橋ケーブルテレビに

おいて実況生中継ということを取り入れておりまして、今回は、船橋ケー

ブルからさらに習志野市のケーブルテレビの方にも流されたということ

でございます。 
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 それから、１７８名の方からアンケートをいただきましたけれども、「大

いに楽しめた」、「楽しかった」を合わせ、約９３％の方が「よかった」と

いう結果をいただきました。年々盛んになってきてございまして、毎年テ

ーマを変えて実施していきたいと考えております。また、ご来場くださっ

た教育委員の皆様、ありがとうございました。 
 次にもう１点でございますけれども、資料の３７ページになります。第

１８回船橋市文学賞の結果報告でございます。これは、昭和６３年度から

実施しているものでございまして、１８年目になります。今回、文学賞が

５人、それから佳作が１０人ということで、計１５人の方の入賞が決まり

ました。応募総数１４２編の内訳につきましては、小説部門、児童文学部

門、詩部門、短歌部門、俳句部門ということで資料に書かれておるとおり

でございます。 
 入賞者の平均年齢は５２歳で、一番若い方が１４歳、最高齢の方が８２

歳になっております。 
 この文学賞の授賞式が３月１２日、日曜日、中央公民館で行われる予定

となっており、広報ふなばしの３月１５日号に、この結果が掲載される予

定です。 
 また、この文学賞の入選作品集ということで毎年小冊子を作っておりま

すけれども、３月１５日以降、文化課にて１，０００円にて発売する予定

でございます。文化課からは以上でございます。 
 
委  員  長 
 ご苦労さまでした。何かご質問ございますか。 
 
各  委  員 
 なし。 
 
委  員  長 
 続きまして、報告事項（３）について、生涯スポーツ課、報告願います。 
 
生涯スポーツ課長  
 資料は別添でございます。第２４回の船橋市小学生・女子駅伝競走大会

の実施について、ご報告申し上げます。 
 ２月１１日、祝日の土曜日でございます。運動公園陸上競技場におきま

して大会を開催いたしました。当日、駅伝には暖か過ぎるかと思われるよ

うな無風、快晴のもとで各レースが展開され、事故なく大会が終了できま
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した。協力いただきました多くの関係者に、厚く御礼を申し上げたいと思

っております。結果につきましては、お配りしました資料のとおりでござ

います。 
 以上です。 
 
委  員  長 
 何かご質問等ございますか。 
 
委 員 
 １月に開催された成人の日記念駅伝大会で不幸なことがあった後の大

会ということで、関係者の皆さんは相当心配されての中で開催されました

けれども、本当に無事に終わってよかったなというのが実感でございま

す。本当にご苦労さまでございました。 
 以上です。 
 
委  員  長 
 本日、予定していました議案等の審議は終了いたしましたが、他に何か

ございますでしょうか。 
 
委 員 
 ２月１０日に、君津市の文化ホールで市町村教育委員会連絡協議会の研

修会がございまして、総務課の香取副主幹と参加して参りました。そのこ

とに関しての資料がございますのでお配りします。主な内容といたしまし

ては、「ゲーム脳の恐怖とその対策」をテーマにした講演会でした。最近

子供たちが朝から晩までパソコンやゲームと向き合っていて、自分自身の

脳が働かなくなって、そういうことは非常に危険なことというお話を、医

学的な見地から脳の働き方などを解析している医学博士の方から伺いま

した。あとは資料をご覧になっていただければと思います。 
 以上です。 
 
委  員  長 
 ご苦労さまでした。 
 他に何かございますか。 
 
各  委  員 
 なし。 
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委  員  長 
 それでは、私の方から教育委員の行政視察についての報告を申し上げま

す。 
 今年度の教育委員行政視察として、１月２６日から２８日の３日間、教

育長、教育委員２名、それから事務局の職員により視察をしてまいりまし

た。 
 寝屋川市は、英語教育特区として国際コミュニケーション科を設けて、

小学校からの英語教育に力を入れているということで、視察をしてまいり

ました。当日、寝屋川市の竹若教育長を初め、教育委員会の事務局の皆さ

んから、丁重な説明を受けました。 
 寝屋川市は、ちょうど船橋の人口の約半分、２５万人ですけれども、平

成１７年度から統廃合に取り組みまして、１中学校、２小学校という、１

２の中学校区に整備をして、小学校から中学へ進学する際の接続分離等の

課題解消を図り、中学校区の３校が密接な連携を行って、義務教育９年間

を通した教育活動の中で、小・中一貫教育を推進しているところでした。 
 英語教育特区については、その大きな柱として、中学校卒業時におおむ

ね英検の３級程度の英語力を身につけることを成果目標として実施して

いるということでした。現在小学校の五、六年生及び中学校全学年で実施

して、平成１８年度からは、小・中学校全学年で実施する予定とのことで

した。説明の後、実際に近くの成美小学校において、５年生の授業を見学

させていただきました。 
 本市においても、４月から小学校の英語教育が始まるわけですが、具体

的に視察した中で、現在事務方で準備していただいている案に対しては、

強く期待が持てるものと実感しました。 
 神戸市については、市立船橋高校の将来像のモデルの１つとして、市立

六甲アイランド高校の視察を主な目的として訪問しました。六甲アイラン

ド高校は、阪神大震災の後、普通科と商業科の２つの高校を統合して、普

通科総合選択制の高校として開校し、現在は普通科単位制の高校へ移行し

ております。 
 学校側からは、非常に熱意を持って学校運営に当たられているという印

象を受けました。また、立地条件の違いもありましたが、関西の大学との

情報交換も盛んに行われて、生徒の進路指導にも熱心に取り組んでいると

いう印象を持ちました。特に、美術や音楽の施設がすばらしかったですね。 
 市立船橋高校は他校にない伝統を持っている学校ですので、現在事務方

でもその伝統を大切に保ちながら新たな学校像を模索しているところと
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いうことですが、私たちも同じ考えでおりますので、是非よい案を出して

いただきたいとお願いします。 
 その際には、今回の視察も十分に役立つものと考えております。 
 以上、簡単でありますが、報告させていただきます。 
 では、他に何かございますか。 
 
委 員 
 神戸市や成田市は、非常に国際交流が盛んに行われていると思います

が、同じように船橋市にも、もっと積極的に国際的な観点を持ってやって

いけたらいいなと思います。 
 
教  育  長 
 平成１８年度は、国際化の進展に対応し、英語を話せる子供を育成する

ために、構造改革特区の申請やＡＬＴの増員等により英語教育の充実を図

っていきます。 
また、過日、葛飾小学校で国際理解教育というテーマで公開研究会が行

われましたが、これは昭和５３年から国からの指定を受けて続けており、

今後も国際性豊かな児童生徒の育成に努めていきたいと思っています。 
 
委  員 
 英語教育特区の認定は、いつ頃ですか。 
 
教  育  長 
 ３月の中旬から下旬にかけてになると思います。 
委  員  長 
 他に何かございますか。 
 
各  委  員 
 なし。 
 
委  員  長 
 これで教育委員会会議２月定例会を閉会いたします。 
              
 


